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The teacher’s operation for improving the Japanese learners’ 
learning aspiration：     
The investigation of the relation between the learning 
condition and self-efficacy in the classroom 
 
Imafuku, Koji




This research is the investigation of the teachers’ actions for enhancing the 
learners’ learning aspiration in the class. The result reflects that the vivacious and 
happy situation with teachers’ affirmative identifications to the positive learners wi ll 
affect the learners’ self-efficacy positively. On the other hand, the result reveals that 
the learning aspiration decreased because of the learners’ discouragement, and the 
negative action from the teachers’ correction for the wrong methods of Japanese will 
bring the negatively affected self-efficacy. Nevertheless, in the teachers’ action, 
there is a possibility of the influence about learners’ study results, from the trend 
reflecting that the learner who felt stronger self-efficacy, the better learning result 
will be achieved. Therefore, It is important for the teachers to consider that the 
factors of individual distinctions, and enhance the self-efficacy, by the experience of 
overcoming the learning failure in the learners’ own power.  
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1 社会のため、人のために役に立ちたいという欲求。 
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える教室内要因全 19 項目のうち 15 項目が教師と関わりがあり、直接的にせ
よ間接的にせよ、教師の行動が学習者の学習意欲の変化に関与していると述
べている。学習意欲に影響を与える教師の行動には、授業のスタイル、教授
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 淡江大学の日本語学科に在籍する 4 年生、277 名を対象に 2010 年 5 月にア






















                                            
3
 このテストは淡江大学独自の試験であり、卒業を希望する学生は必ず受けなければならな 
い。また、その難易度は日本語能力試験 1 級に相当する。テストは 100 点満点で、その内訳 
は文字・語彙 30％、文法 40％、読解 30％、制限時間は 90 分間である。 
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学習意欲が低くなる」（F（2,235）=3.81, p<.05）、項目 14 の「例文をたくさ
ん提示する等、教師が難しいものでも分かりやすく説明してくれる授業では、
日本語の学習意欲が高まる」（F（2,235）=10.93, p<.001）、項目 16 の「課題
や活動でそれまで上手くできなかったことが、教師が励ましてくれたり、ア
ドバイスしてくれたことによって克服できた時、日本語の学習意欲が高まる」
（F（2,235）=4.78, p<.01）、項目 17 の「クラスメートに授業のことや日本語
の文法、単語の意味など、新しい知識を教えてもらった時、日本語の学習意
欲が高まる」（F（2,233）=4.02, p<.05）であった。そこで有意水準.05 で Tukey
の HSD 法による多重比較を行ったところ、項目 4 は高群と低群、中群と低群
の間に有意な差が見られ、項目 7 は高群と低群の間、また、項目 12 は高群と
低群、項目 14 は高群と中群、高群と低群、項目 16 は低群と中群、項目 17
は高群と中群という結果が得られた。その他は有意な差は見られなかった。









=4.65, p<.01）、項目 15 の「授業の時、クラスメートは授業内容を理解してい
るが、自分だけ理解できない、教師の話が分からない時、挫折感を感じるこ
とがあった」（F（2,235）=8.01, p<.001）、項目 19 の「クラスメートのテスト
の結果や成績が自分より良かったりすると、その学生に負けたくないと感じ
ることがあった」（F（2,235）=5.00, p<.01）のそれぞれに有意な差が見られ
たので、同様に Tukey の多重比較を行ったところ、項目 1 は高群と中群、中
群と低群の間に有意な差が見られ、項目 7 は低群と高群、中群と高群、項目
8 は高群と低群、項目 15 は低群と高群、中群と高群の間に、また、項目 19
は中群と低群との間に有意な差が見られ、その他に差は見られなかった。以




















表 2 「場面」及び「頻度」の一要因の多重比較の結果 
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表 3  三つのグループの成績 
群別（人数） 試験結果の平均点 標準偏差 
高群（62 名） 64.7 SD 13.99 
中群（124 名） 59.3 SD 12.2 
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=4.48,p<.001、R2=.28 で「頻度」が学習者の「自己効力感」に影響を与えてい






























































*p<.05, **p<.01, ***p<.001   β: 標準偏回帰係数  
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はなく、全ての学習者にとって有効であることが明らかとなったが、これは
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資料 2 教室内頻度質問項目 
教室内頻度 















10. 我有上過上課內容未用心準備，只是照唸教科書內容的日文課，感到無趣過。  
11. 我聽過老師說一些關於日語學習、相關工作經驗，還有怎麼做日文才會變好等話題。 
12. 我有過因為明明很認真準備，卻因為考試內容過於簡單，成績跟其他沒有來上課的同學
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19. 當其他的同學的考試成績結果比我好時，我有覺得過不想輸給那位同學。  
